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総務関係総務関係

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

 �上関町としてどういう現状か。
 �町内でお米券が扱える事業者がいない可
能性があり、商品券も含めて、お米券に代
わる支援策を検討中。なるべく早く情報公
開したい。

 �地域猫の餌やりで迷惑を受ける方が多い。
苦情を受ける機関の住民周知は。
 �柳井保健所に確認し、ホームページ・広報
などで周知する。

文教関係文教関係

 �利用状況と利用者数は。
 �ソフトバンクの車でのスマホ教室につい
ては、84 人の枠で 14 名。地域おこし協
力隊のスマホ相談コーナーは 1 日 5 名程
度。

 �町独自で調査機関にデータの分析・解析は
しないのか。
 �最終的には規制委員会がチェックして判
断される。

重点支援交付金によるお米券について

学校体育館のエアコン設置

祝島小学校の支援は

車海老祭り

地域猫の対応

スマホ教室

中間貯蔵施設について

人口の推計について

スマホ教室

中学生が企画・運営した車海老祭り

 �地区別の人口推計について進捗は。
 �各地区の今後 45 年間の人口推計は出てお
り、報告書待ち。原子力発電が来た場合の
条件設定は検討中。

 �エアコン設置の計画はあるか。
 �上関小・中学校体育館での設置を検討中。

 �祝島小学校の給食施設は検討しているか。
 �現時点では考えていない。今後については
課内および町で検討。

 �8 月の祝島の保護者説明会後の進捗は。
 �職員室の移設をメインに検討中。今後協議
し、保護者にも説明していきたい。

 �来場者から好評だったが、今後の展開は。
 �中学校の総合的な学習の中で継続するか
どうかは、今後協議していく。
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上関海峡温泉の修繕工事について

技術職職員、人材不足の対応は

町で観光ビジョンを策定するのか

みんなでカレーを作ったよ！（放課後子ども教室）

 �「放課後子ども教室」はこれまでもあった。
「放課後児童クラブ」はどう違うのか。
 �「放課後子ども教室」は文部科学省、「放課
後児童クラブ」は子ども家庭庁の所管にな
る。現在開設されている「放課後子ども
教室」の実態は、「放課後児童クラブ」の
要素が多いということで、「放課後子ども
教室」は長期休暇中の体験教室として残し
て、「放課後児童クラブ」と一体化して令
和 8 年度からスタートしていきたい。

 �なぜ一体化するのか。メリットはあるのか。
 �国において一体化が進められており、また
補助金の関係もあって、実態が児童クラブ
の要素が強いのであればこの機会に変え
ていったほうが良い、という判断。

 �組織図の変更や予算の見通しは。
 �子ども教室は有償ボランティアで運営し
ていたが、児童クラブでは放課後児童支援
員と放課後児童補助員として、会計年度任
用職員に登録し運営をしていく。人件費に
ついては単価が高い分、増額になると思う
が、こども子育て支援交付金が充てられ、
国・県・町がそれぞれ 3 分の 1 の負担と
なるので今までの補助額よりは増額にな
るのではないか。

「放課後子ども教室」を
「放課後児童クラブ」と一体化に

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会
産業関係産業関係厚生関係厚生関係

 �上関海峡温泉の修繕工事の内容は。この工
事による休館はあるのか。
 �お風呂の湯張りポンプの制御盤が故障し、
現在手動で作業している。また他にも経年
劣化による不具合などあり、その交換工事
をする。月に 1 度の定期休館の日に工事を
行う予定。

 �今年度、温泉の井戸坑内調査をした際に、
塩分と鉄分が多く錆がつきやすい泉質と
のことだったが、あらためて説明を。
 �6 月に井戸の坑内調査を行い、スケール
（湯の花）がついている地点があった。ポ
ンプを井戸から出し入れする際に障害に
なるため修理を行うか検討しているが、塩
分と鉄分が多いということで井戸の状態
があまりよくない状況。

 �全国的に技術職が不足していると聞くが。
 �町では事務職員として入庁した中から適
性がある方が技術職を務めているが、中途
での採用もある。今後も同様の形での対応
となるが、人数としてはあと数人ほしいと
いうのが現状。

 �周防大島では観光ビジョンの策定に取り
組んでいるとのこと。本町でも総合計画策
定時に観光客数の調査などをしたと思う
が今後、観光ビジョンの作成はするのか。
 �観光客数についてはイベントごとに観光
客数は出しており、道の駅や温泉でもカ
ウントしているので、観光客数はおおよそ
把握できていると思う。どこから来てい
るか、については一昨年調べたことがあ
り、桜まつりだと県の中部から東部にかけ
て、また広島県の西部から多くの方が来ら
れているという結果は出ている。観光ビジ
ョンについては、ビッグデータ等も活用し
ながら、予算をとって作成したほうが良い
ということになれば作成したい。
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坂　田　家

12
月
定
例
会

　
８
人
の
議
員
が
10
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

●
桜
ま
つ
り
な
ど
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

●
風
力
発
電
、
今
後
の
見
通
し
は

●
財
源
の
確
保
は
　
な
ど山村　泰志 議員

中
間
貯
蔵
施
設
の
導
入
に

中
間
貯
蔵
施
設
の
導
入
に

つ
い
て
町
長
の
英
断
を
願
う

つ
い
て
町
長
の
英
断
を
願
う

坂
田
家
の
運
用
に
つ
い
て

坂
田
家
の
運
用
に
つ
い
て

　

中
間
貯
蔵
の
導
入
は
、
上
関
町
か

ら
の
地
域
振
興
策
と
し
て
の
要
請
に

対
し
、
中
国
電
力
が
中
間
貯
蔵
施
設

を
提
案
し
、
立
地
可
能
性
調
査
を
実

施
し
た
。
立
地
は
可
能
と
の
判
断
が

報
告
さ
れ
た
。
町
は
是
非
の
判
断
を

事
業
計
画
の
提
示
が
あ
り
次
第
、
内

　

坂
田
家
は
、
歴
史
的
・
文
化
的
・

芸
術
的
・
学
術
的
な
価
値
だ
け
で
な

く
地
域
の
誇
り
で
あ
り
将
来
世
代
へ

の
継
承
と
い
う
点
で
も
重
要
。
文
化

財
は
、
過
去
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
町
民
共
有

の
財
産
と
し
て
守
り
、
未
来
へ
継
承

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
文
化
財
の

価
値
を
適
切
に
判
断
す
る
に
は
、
専

門
分
野
に
お
け
る
深
い
知
識
と
経
験

が
必
要
。
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会

な
ど
の
有
識
者
会
議
を
開
催
し
、
貴

重
な
文
化
財
で
あ
る
坂
田
家
を
保
護

運
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

結
論
を
急
ぐ
の
で
は
な
く

住
民
合
意
が
大
切

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

憩
い
の
場
、
賑
わ
い
の
場
に
な
れ
ば

質
問

質
問

　
町
は
新
た
な
地
域
振
興
策
と
し
て
、

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の
調
査
・
検
討

を
受
け
入
れ
、
中
国
電
力
は
調
査
を

行
い
、
立
地
は
可
能
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
事
業
計
画
の
詳
細

は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
で
議
論

す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
住
民

へ
の
説
明
や
議
論
・
協
議
し
た
後
の

判
断
は
、
議
会
の
意
見
を
尊
重
す
る

と
い
う
立
場
は
変
わ
ら
な
い
。
確
か

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

容
を
執
行
部
や
議
会
に
お
い
て
確
認

し
把
握
す
る
こ
と
が
先
決
だ
と
し
た
。

そ
の
事
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
判
断

は
議
会
を
尊
重
し
町
長
が
判
断
す
べ

き
と
考
え
る
。
町
と
し
て
速
や
か
に

賢
明
な
決
断
を
す
る
う
え
で
も
、
町

長
の
英
断
を
願
う
。

　
長
島
地
区
に
あ
る
「
坂
田
家
」
は
、

約
２
０
０
年
前
に
建
造
さ
れ
た
歴
史

あ
る
建
造
物
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の

商
家
の
佇
ま
い
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

親
族
よ
り
「
可
能
で
あ
れ
ば
町
で
引

き
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
申

し
出
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
町
が

譲
り
受
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
坂

田
家
を
文
化
財
に
、
と
の
提
案
だ
が
、

文
化
財
の
登
録
・
保
存
に
は
多
額
の

修
繕
費
や
維
持
管
理
費
が
必
要
と
な

る
。
現
在
、
役
場
職
員
に
よ
る
庁
内

連
携
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

に
、
立
ち
止
ま
り
続
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
た
だ
、
結
論
を
急
ぐ
よ

り
、
一
定
の
住
民
合
意
も
大
切
と
考

え
る
。
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リサイクル燃料貯蔵株式会社視察

実行委員会の様子

中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る

中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る

今
後
の
対
応
は

今
後
の
対
応
は

桜
ま
つ
り
な
ど
地
域
の

桜
ま
つ
り
な
ど
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

８
月
29
日
に
中
国
電
力
が
当
町
に

報
告
し
た
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る
立

地
可
能
性
調
査
に
つ
い
て
、
町
長
は

報
告
書
の
受
領
に
際
し
て
「
確
認
し

て
精
査
し
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
ら

れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
町
長
は
ど
の
よ

う
な
確
認
・
精
査
を
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
「
今
後
、
町
民
ま
た
は
町
議
会

と
し
て
早
期
に
事
業
計
画
を
提
示
す

る
よ
う
求
め
る
べ
き
」
と
の
質
問
に

対
し
、
町
長
は
「
ま
ず
は
調
査
結
果

の
内
容
の
精
査
。
次
に
事
業
計
画
の

提
示
を
求
め
て
い
く
」
と
お
応
え
い

た
だ
い
た
。
具
体
的
な
内
容
の
提
示

を
求
め
る
。

　

地
域
の
賑
わ
い
や
交
流
の
場
と
し

て
、
桜
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は

大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
よ

り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。
①
観
光
振

興
や
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
ど
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
か
。
②
若
い
世
代
や
地
域

団
体
の
参
加
の
促
進
、
協
力
し
や
す

い
企
画
運
営
体
制
の
整
備
な
ど
、
よ

り
多
く
の
人
が
か
か
わ
り
や
す
く
な

る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
の
お
考
え

は
。

総
合
的
に
判
断
し

一
歩
ず
つ
前
に
進
め
て
い
く

関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

意
欲
的
な
人
材
を
組
み
入
れ
る

質
問

質
問

　
他
の
中
間
貯
蔵
施
設
と
同
じ
調
査

内
容
か
、
調
査
手
法
は
適
切
か
確
か

め
た
。
執
行
部
へ
の
説
明
会
に
お
い

て
も
、
職
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
そ
の
質
疑
応
答
を
通
じ
て
施

設
の
知
見
が
深
ま
っ
た
。
結
果
と
し

て
、
次
の
段
階
に
進
む
た
め
の
基
礎

と
し
て
妥
当
と
受
け
止
め
る
。
事
業

計
画
が
示
さ
れ
れ
ば
、
施
設
の
安
全

性
・
地
域
振
興
へ
の
貢
献
・
将
来
の

財
政
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
総
合
的
に

判
断
す
る
。
議
論
を
急
ぐ
の
で
は
な

く
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
め
て
い
く
。

　
①
現
在
水
軍
ま
つ
り
・
桜
ま
つ
り
・

愛
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
の
３
つ
の
イ
ベ
ン

ト
が
観
光
振
興
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
地
域
に
還
元
で
き
、
来
場
者
が

飽
き
な
い
新
鮮
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

よ
う
、
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
る
。
先
日
行
わ
れ
た
車
海
老
祭

り
や
ゆ
う
や
け
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
さ
ら

な
る
観
光
発
展
も
期
待
で
き
る
。
②

こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
意
欲
的
な
人
材

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
。
各
所

か
ら
協
力
を
い
た
だ
け
る
機
能
的
な

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

右田千賀子 議員

古泉　直紀 議員
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当
町
で
は
、
高
等
学
校
生
徒
補
助

金
と
し
て
、
町
内
在
住
の
高
校
生
に

対
し
、
防
長
バ
ス
の
上
関
～
柳
井
間

の
通
学
定
期
の
半
額
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
当
初
は
、
熊
毛
郡
お
よ
び
柳

井
市
へ
通
学
を
想
定
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
周
防
大
島
、
徳
山
方
面
へ

通
学
さ
れ
る
生
徒
さ
ん
も
お
ら
れ
、

電
車
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、
電
車
通
学
の
助
成
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
関
し
て
も
令
和
８
年
度
よ

り
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
負

担
軽
減
に
向
け
て
補
助
を
検
討
す
る
。

　
事
業
計
画
が
示
さ
れ
な
い
状
況
で
、

２
月
の
町
議
会
選
挙
の
結
果
が
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
判
断
を
す
る
根
拠
と

な
る
の
か
、
と
の
お
尋
ね
だ
が
、
当

然
、
こ
の
選
挙
戦
が
判
断
材
料
の
一

つ
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
中
間
貯

蔵
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
以
降
、
初

め
て
の
町
内
に
お
け
る
地
方
選
挙
。

そ
の
た
め
に
も
、
住
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
を
決
め
る
選
挙
は
大
変
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
事
業
計
画
の
提

示
の
時
期
は
未
定
だ
が
、
議
会
の
意

向
を
尊
重
し
、
し
っ
か
り
と
判
断
し

た
い
と
思
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

高
等
学
校
生
徒
に
対
す
る

高
等
学
校
生
徒
に
対
す
る

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
の

判
断
は

判
断
は

　

令
和
８
年
度
か
ら
の
高
校
再
編
統

合
に
伴
い
、
当
町
か
ら
高
等
学
校
等

に
通
学
す
る
に
は
バ
ス
に
加
え
、
電

車
利
用
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

生
徒
数
の
減
少
や
定
住
対
策
の
観
点

か
ら
、
現
状
の
バ
ス
通
学
定
期
券
の

半
額
助
成
を
バ
ス
・
電
車
通
学
定
期

券
の
全
額
助
成
へ
変
更
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
入

学
時
か
ら
公
立
高
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
購
入
費
が
保
護
者
負
担
と
な

る
た
め
、
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

購
入
費
助
成
を
考
え
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

　

中
国
電
力
㈱
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
向
け
た
調

査
・
検
討
に
つ
い
て
町
長
は
受
け
入

れ
の
判
断
を
し
、
今
年
の
８
月
29
日

に
は
中
国
電
力
㈱
か
ら
調
査
結
果
は

適
地
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、

事
業
計
画
は
ま
だ
提
示
さ
れ
て
い
な

い
。
事
業
計
画
の
提
示
が
な
い
状

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
す
る

２
月
の
議
員
選
挙
は
判
断
材
料

と
し
て
大
変
重
要

質
問

質
問

柏田　真一 議員

況
で
２
月
の
町
議
選
を
迎
え
た
場
合
、

町
議
選
の
結
果
は
町
長
が
中
間
貯
蔵

施
設
建
設
の
判
断
を
す
る
根
拠
と
な

る
の
か
。
ま
た
、
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
の
判
断
は
い
つ
行
う
の
か
。

保護者負担となる学習用端末
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町
長
が
本
心
か
ら
住
民
の
分
断
を

生
む
こ
と
を
望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

今
す
ぐ
中
間
貯
蔵
施
設
の
計
画
を
拒

否
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
の
町

長
の
姿
勢
や
進
め
方
は
「
民
意
」
に

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
と
考
え

る
か
。
事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
今
の
町
民
の
考

え
を
具
体
的
に
把
握
す
る
努
力
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
町
民
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
説
明
会
し
か
な
い

と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
一
方
通
行
だ
。

説
明
会
以
外
の
双
方
向
性
の
あ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
考
え
な
い
か
。

町
民
に
向
き
合
う
責
任
に

つ
い
て
は
そ
の
通
り
だ
が

質
問

質
問

　
風
力
発
電
事
業
は
平
成
31
年
４
月

に
運
転
開
始
し
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
の
歳
入
合
計
額
が
約
14
億
５
０
０

０
万
円
、
歳
出
の
合
計
額
が
約
13
億

３
０
０
０
万
円
。
一
般
会
計
へ
の
操

出
金
が
１
億
６
０
０
０
万
円
。
解
体

費
用
の
見
込
み
は
約
３
億
円
で
、
基

金
残
高
は
今
年
度
末
に
約
１
億
５
０

０
０
万
円
の
見
込
み
。
保
守
・
修
繕

費
の
増
や
、
風
況
の
ば
ら
つ
き
に
よ

り
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
困
難

な
年
も
あ
る
が
、
令
和
９
年
度
に
起

債
償
還
の
一
部
が
完
了
す
る
こ
と
か

ら
、
以
降
の
歳
出
が
抑
え
ら
れ
る
見

込
み
。
今
後
、
予
定
通
り
の
年
間
発

電
量
が
維
持
で
き
れ
ば
操
出
金
も
基

金
残
高
も
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

予
定
通
り
の
年
間
発
電
量

が
維
持
で
き
れ
ば

　

町
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
当
初

は
順
調
に
稼
働
し
町
財
政
に
も
寄
与

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
発
電
事
業

の
収
入
を
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
支
出
が
大
き
く
な
る
と
町

財
政
へ
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
し

ま
う
。
風
力
発
電
事
業
の
現
状
と
、

山戸　孝 議員

今
後
の
見
通
し
は
。
ま
た
運
転
終
了

後
の
解
体
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
基
金

の
残
高
も
確
保
し
て
お
く
必
要
性
が

あ
る
。
解
体
な
ど
に
必
要
な
金
額
の

見
込
み
は
。

風
力
発
電
事
業

風
力
発
電
事
業

厳
し
い
状
況
だ
が
今
後
の
見
通
し
は

厳
し
い
状
況
だ
が
今
後
の
見
通
し
は

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、「
民
意
」

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
、「
民
意
」

に
向
き
合
う
姿
勢
を

に
向
き
合
う
姿
勢
を

賛
否
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
調
査
を
了
承
し
た
の
は
地
域
振

興
策
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
の
判
断

材
料
と
す
る
た
め
。
前
の
め
り
に
な

る
つ
も
り
は
な
い
が
、
立
ち
止
ま
る

わ
け
に
も
い
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

説
明
や
行
動
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
中
立

の
立
場
を
守
り
な
が
ら
住
民
理
解
を

前
提
に
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。
住
民

に
直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
町
民
に
向
き
合

う
責
任
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
。
町

と
し
て
は
事
業
者
に
情
報
発
信
を
工

夫
す
る
な
ど
要
請
し
た
い
。

上盛山の風車



10かみのせき議会だより令和8年1月22日　№ 173

財
源
の
確
保
は

財
源
の
確
保
は

　

町
税
は
、
歳
入
の
５
・
３
％
の

１
億
８
２
５
７
万
４
０
０
０
円
、
歳

入
の
52
・
８
％
を
占
め
る
普
通
交
付

税
は
、
令
和
７
年
度
で
は
０
・
３
％

減
少
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
来
年
度

以
降
大
き
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

経
常
収
支
比
率
も
前
年
度
に
対
し
悪

化
し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
に
お

い
て
も
、
今
年
度
１
億
８
３
６
万
円

の
取
り
崩
し
を
行
い
、
今
年
度
末
の

残
高
が
９
億
３
１
９
９
万
円
と
な
る
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
町
の
財

政
は
硬
直
化
し
、
存
続
が
危
う
い
状

態
。
こ
れ
を
脱
却
す
る
た
め
に
財
源

の
確
保
に
向
け
た
考
え
は
。

中
間
貯
蔵
施
設
は
新
た
な
財

源
確
保
策
に
な
る
と
考
え
る

行
政
に
お
け
る
経
営
感
覚
は
、

単
な
る
効
率
化
に
留
ま
ら
ず
、

住
民
に
寄
り
添
い
、地
域
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
か
、と
い

う
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う

人
口
流
出
の
防
止
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
移
住
・
定
住
促

進
と
人
材
不
足
・
少
子
化
の
解

消
を
図
る
支
援
策
を
盛
り
込

ん
だ
事
業
を
整
備
し
て
い
る

質
問

　
財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、
住
民
負

担
の
増
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
避
け

た
い
。
歳
入
で
は
町
税
や
使
用
料
の

確
保
、
国
・
県
支
出
金
の
積
極
的
な

活
用
、
地
方
債
の
慎
重
な
活
用
。
歳

出
で
は
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
公
共

施
設
の
配
置
や
適
切
な
管
理
、
既
存

事
業
の
断
続
的
な
見
直
し
、
第
３
セ

ク
タ
ー
や
福
祉
法
人
の
見
直
し
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
だ
け
で
財
政

は
改
善
さ
れ
な
い
。
中
間
貯
蔵
施
設

の
計
画
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
改

善
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
。
住
民

の
生
活
を
守
る
た
め
の
新
た
な
財
源

確
保
に
な
る
と
考
え
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

海下竜一郎 議員

財
源
確
保
に
向
け
た
取
り

財
源
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

組
み
に
つ
い
て

清水 康博 議員

本
町
は
ど
れ
ほ
ど
経
営
感

本
町
は
ど
れ
ほ
ど
経
営
感

覚
を
持
て
て
い
る
か

覚
を
持
て
て
い
る
か

秋山 鈴明 議員

庁舎内２階

中間貯蔵施設イメージ
提供：リサイクル燃料貯蔵（株）
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議会活動報告（令和 7 年 9 月 22 日～令和７年 12 月 12 日）

10
月
29
日

　
～
30
日

10
月
27
日

10
月
17
日

10
月
16
日

10
月
14
日

10
月
10
日

10
月
7
日

〃
10
月
6
日

〃
9
月
30
日

9
月
29
日

9
月
26
日

9
月
25
日

9
月
22
日

月
　
日

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
‥
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修
大
会
（
田
布
施
町
‥
全
議
員
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
管
内
視
察
（
弥
栄
ダ
ム
～
柳
井
広
域
‥
山
戸
）

柳
井
地
域
広
域
市
町
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
岩
木
）

県
議
会
議
長
会
臨
時
会
・
県
離
島
議
長
会
臨
時
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
第
２
回
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
海
下
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃 〃
12
月
12
日

12
月
11
日

〃
12
月
8
日

12
月
4
日

12
月
3
日

11
月
26
日

　
～
28
日

〃
11
月
25
日

11
月
12
日

11
月
10
日

11
月
7
日

11
月
6
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
岩
木
・
柏
田
・
清
水
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
秋
山
・
海
下
・
山
谷
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
４
回
定
例
会
本
会
議
（
岩
木
・
山
谷
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
右
田
・
山
村
）

青
森
県
内
原
子
力
関
係
施
設
視
察
研
修

（
岩
木
・
山
谷
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
地
域
協
議
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

山
口
県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

郡
広
報
委
員
視
察
研
修
（
広
島
県
坂
町
‥
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
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／
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／
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岩
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委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

穏
や
か
な
静
寂
の
中
、
輝
く
う
ら

ら
か
な
日
の
出
の
元
旦
を
迎
え
た
。

午
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
飛
躍
の

年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
企
業
誘
致
を

決
議
し
て
40
数
年
が
経
過
し
た
が
、

未
だ
立
地
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
当

時
の
計
画
と
は
程
遠
く
過
疎
・
少
子

高
齢
化
は
進
む
一
方
で
今
で
は
新
生

児
は
年
に
１
～
２
人
し
か
誕
生
し
な

い
町
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
こ

そ
干
支
に
あ
や
か
り
、
方
向
を
し
っ

か
り
見
定
め
前
進
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
町
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
広
報
委
員
は
、
今
回
で

最
後
の
広
報
誌
づ
く
り
と
な
り
、
３

月
か
ら
は
新
た
な
委
員
で
の
制
作
と

な
り
ま
す
。

　

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

編

集

後

記

　

11
月
6
日
、
熊
毛
郡
合
同
広
報
委

員
会
は
広
島
県
坂
町
へ
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
坂
町
で
は
広
報
誌
は
議
会

後
の
次
の
月
の
1
日
の
発
行
と
す
る

よ
う
で
す
。
行
程
と
編
集
作
業
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
Ａ
Ｉ
議
事
録
・
音

声
・
答
弁
書
・
通
告
書
の
デ
ー
タ
を

各
自
の
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
ワ
ー

ド
デ
ー
タ
で
記
事
、
作
業
を
行
い
作

成
を
行
う
。
業
者
は
ワ
ー
ド
デ
ー
タ

を
抽
出
し
編
集
ソ
フ
ト
で
議
会
だ
よ

り
を
作
成
、
発
行
へ
と
進
め
る
と
の

こ
と
。
我
が
町
と
比
べ
る
と
1
歩
も

2
歩
も
先
へ
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
今
後
、
上
関
町
議
会
も
一
層

の
努
力
を
重
ね
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
た
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　10月 17日、田布施町において熊毛郡議
会合同研修会が開催され、「生活交通の促
進」と題し、山口県地域交通班、主幹　
南部聡氏より講演をいただきました。

 
熊
毛
郡
広
報
視
察
研
修

田布施町保健センター

坂町での研修

熊毛郡議会合同研修会（田布施町）

明けましておめでとう
ございます
今年もよろしくお願い
致します
　　　　　　議員一同

要
　
望

陳
　
情

申
し
入
れ

　

令
和
8
年
度
商
工
助
成
に
係
る
要
望

　

上
関
町
商
工
会
会
長　

濵
田
憲
昭

　

伊
方
原
発
廃
炉
に
つ
い
て
の
陳
情

　

伊
方
か
ら
原
発
を
な
く
す
会

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

近
藤
亨
子

　

�

関
西
電
力
等
が
検
討
し
て
い
る
使

用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て　

上
関
に
原
子
力
発
電
施

設
は
い
ら
な
い
兵
庫
の
会


